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キ
ー
ワ
ー
ド　

西
周
金
文　

子　

榮
仲　

宮　

瓚　

史
族

器
名　

子
方
鼎
（
二
編
・
⑧
陳
絜
・
⑩
髙
澤
浩
一
）・
榮
仲
方
鼎
（
①
〜
⑦
・
⑨
・

⑪
）・
榮
仲
鼎
（
新
收
・
銘
圖
）

時
代　

西
周
早
期
・
西
周
早
期
後
段
（
銘
圖
）・
昭
王
十
九
年
（
前
九
六
七
年
）（
⑤

王
占
奎
）・
康
王
二
十
一
年
（
前
一
〇
〇
三
年
）（
⑨
李
學
勤
）

出
土　

二
〇
〇
五
年
發
表
の
甲
器
は
未
詳
。
二
〇
〇
八
年
發
表
の
乙
器
は
山
東
出

土
と
も
言
わ
れ
る
が
詳
細
は
未
詳
。

收
藏　

甲
器
は
保
利
藝
術
博
物
館
。
乙
器
は
個
人
藏
。

著
録

﹇
新
收
﹈
鍾
柏
生
・
陳
昭
容
・
黃
銘
崇
・
袁
國
華
編
『
新
收
殷
周
青
銅
器
銘
文
曁

器
影
彙
編
』
第
二
册
（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
甲1567

﹇
二
編
﹈
劉
雨
・
嚴
志
斌
編
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
二
編
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
〇
年
）、
甲
・
乙318

﹇

釋
﹈
張
桂
光
主
編
『
商
周
金
文

釋
總
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
）、
甲

1567

﹇
銘
圖
﹈
吳
鎭
烽
編
『
商
周
青
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）、
甲2412

・
乙2413

考
釋

①
李
學
勤
「
試
論
新
發
現
的

方
鼎
和
榮
仲
方
鼎
」（『
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
九

期
。
の
ち
、
李
學
勤
『
新
出
青
銅
器
硏
究
（
增
訂
版
）』
人
民
美
術
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
に
再
收
）

②
「
保
利
藝
術
博
物
館
收
藏
的
兩
件
銅
方
鼎
筆
談
」（『
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
九

期
）

③
董
珊
「
版
方
鼎
與
榮
仲
方
鼎
釋
讀
」（『
古
代
文
明
硏
究
通
訊
』
第
二
七
期
、

二
〇
〇
五
年
）

④
李
朝
遠
「
讀
榮
仲
方
鼎
」（『
中
國
文
物
報
』
二
〇
〇
五
年
十
二
月
二
日
付
）

⑤
王
占
奎
「
新
出
現
榮
仲
方
鼎
的
年
代
學
意
義
」（『
中
國
文
物
報
』
二
〇
〇
五
年

十
二
月
二
日
付
）

金
文
通
解

子
方
鼎
（
榮
仲
方
鼎
）

秋　
　

山　
　

陽 

一 

郎



子
方
鼎
（
榮
仲
方
鼎
）

五
六

⑥
何
景
成
「
關
于
『
榮
仲
方
鼎
』
的
一
點
看
法
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
六

年
第
六
期
）

⑦
馮
時
「
坂
方
鼎
、
榮
仲
方
鼎
及
相
關
問
題
」（『
考
古
』
二
〇
〇
六
年
第
八
期
）

⑧
陳
絜
「
淺
談
榮
仲
方
鼎
的
定
名
及
其
相
關
問
題
」（『
中
國
歷
史
文
物
』

二
〇
〇
八
年
第
二
期
）

⑨
李
學
勤
「
論
榮
仲
方
鼎
有
關
的
幾
個
問
題
」（『
黃
河
文
明
與
可
持
續
發
展
』
第

一
卷
第
一
期
、二
〇
〇
八
年
。
の
ち
、李
學
勤
『
新
出
青
銅
器
硏
究
（
增
訂
版
）』

人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
に
再
收
）

⑩
髙
澤
浩
一
「
榮
仲
方
鼎
」（『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
』
四
、
二
松
學
舍
大
學
學
術

叢
書
、
硏
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

⑪
王
恩
田
「
榮
仲
方
鼎
質
疑
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
、

二
〇
一
七
年
。http://w

w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/2997

）

参
考

⑫
王
國
維
「
生
霸
死
霸
考
」（『
觀
堂
集
林
』
所
收
、
中
華
書
局
、
一
九
五
六
年
）

⑬
白
川
靜
『
金
文
通
釋
』（『
白
川
靜
著
作
集　

別
卷
』
所
收
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
四
年
）

⑭
于
省
吾
「
釋
⿻
・
呂
兼
論
古
韵
部
東
冬
的
分
合
」（『
甲
骨
文
字
釋
林
』、
中
華

書
局
、
一
九
七
九
年
）

⑮
林
巳
柰
夫
『
殷
周
青
銅
器
の
硏
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）

⑯
松
丸
道
雄
「
西
周
時
代
の
重
量
單
位
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』

一
一
七
、
一
九
九
二
）

⑰
出
光
美
術
館
『
館
藏
名
品
選 

第
三
集
』（
出
光
美
術
館
、
一
九
九
六
年
）

⑱
蔡
運
章
「
洛
陽
北
窯
西
周
墓
青
銅
器
銘
文
簡
論
」（『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
七

期
）

⑲
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
編
『
洛
陽
北
窯
西
周
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

⑳
徐
天
進
「
日
本
出
光
美
術
館
收
藏
的
靜
方
鼎
」（『
文
物
』
一
九
九
九
年
五
期
）

㉑
佐
藤
信
弥
「
饗
禮
關
係
字
說
」（『
人
文
論
究
』
五
三
―
四
、
二
〇
〇
四
）

㉒
陳
劍
「
說
花
園
莊
東
地
甲
骨
卜
辭
的
〝
丁
〞

―
附
：
釋
〝
速
〞」（『
故
宮
博

物
院
院
刊
』
二
〇
〇
四
年
第
四
期
）

㉓
郭
沫
若
主
編
・
中
國
社
會
科
學
院
歴
史
研
究
所
編
『
甲
骨
文
合
集
』（
中
華
書
局
、

一
九
七
七
〜
一
九
八
二
年
）（
※
以
下
、
合
集
と
略
す
）

㉔
陶
磊
「
月
相
新
札
：
生
霸
吉
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
）

㉕
劉
雨
「
三
論
〝
初
吉
〞」（『
古
文
字
學
論
稿
』、
安
徽
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
八

年
）

㉖
陳
劍
「
甲
骨
金
文
舊
釋
〝
䵼
〞
之
字
及
相
關
諸
字
新
釋
」（『
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
』
第
二
號
、
二
〇
〇
八
年
）

㉗
李
建
成
「
西
周
金
文
『
白
金
』
初
探
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
〇
年
第
四
期
）

㉘
李
小
燕
・
井
中
偉
著
「
玉
柄
形
器
名
〝
瓚
〞
說
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
二

年
第
三
期
）

㉙
劉
孝
霞
「
釋
榮
仲
方
鼎
〝

〞
字
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
五
年
第
二
期
）

㉚
李
春
艷
「
從
青
銅
器
銘
文
看
西
周
的
大
學
敎
育
」（『
社
會
科
學
論
壇
』

二
〇
一
五
年
第
六
期
）

㉛
馬
越
靖
史
「
李
小
燕
・
井
中
偉
著
『
玉
柄
形
器
名
〝
瓚
〞
說
』」（『
漢
字
學
硏
究
』

第
三
號
、
二
〇
一
五
年
）

32
陳
劍
「
簡
談
對
金
文
〝
蔑
懋
〞
問
題
的
一
些
新
認
識
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
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與
古
文
字
硏
究
中
心
、
二
〇
一
七
年
。

 
http://w

w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/3039

）

33
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）』（
中
華

書
局
、
二
〇
〇
七
年
）（
※
以
下
、
集
成
と
略
す
）

器
制甲

器
は
全
高 30cm

　

橫
側
口
徑 22.3cm

　

縱
側
口
徑 18cm

　

重
量
未
詳
。

側
壁
が
垂
直
で
直
方
体
の
腹
部
を
も
つ
。
そ
の
外
周
の
四
隅
と
中
央
部
と
に
扉
棱

（
突
起
）
あ
り
。
上
部
は
窄
折
沿
、
短
邊
側
に
一
対
の
立
耳
。
器
底
は
平
底
で
、

そ
の
下
に
腹
部
と
同
程
度
の
高
さ
の
四
本
の
柱
足
が
あ
る
。
無
地
無
紋
と
さ
れ
る

が
、
⑨
李
學
勤
は
、
二
〇
〇
八
年
に
な
っ
て
本
器
の
寫
眞
を
仔
細
に
見
直
し
た
と

こ
ろ
、
腹
部
の
口
沿
部
付
近
に

紋
の
よ
う
な
痕
跡
が
確
認
さ
れ
、
無
地
無
紋
で

は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
⑮
林
巳
柰
夫
の
分
類
に
照
ら
す
と
西
周
Ⅱ
（
二
型
）

に
相
当
か
。

乙
器
は
⑨
李
學
勤
・
二
編
・
銘
圖
共
に
器
影
を
載
せ
な
い
が
、
形
制
は
甲
器
と

同
じ
。
た
だ
し
、
乙
器
は
口
沿
部
に
沿
っ
て
、
簡
略
な
卷
尾

紋
が
あ
る
と
い
う
。

甲
器
共
々
、
高
精
細
な
彩
色
器
影
と
重
量
の
公
開
を
待
ち
た
い
。

銘
文甲

器
は
、
方
鼎
長
邊
の
内
壁
に
、
都
合
十
行
四
十
六
字
。
う
ち
合
文
が
二
字
、

重
文
が
一
字
。
乙
器
も
同
銘
だ
が
、
甲
器
よ
り
一
行
少
な
い
九
行
で
、
改
行
位
置

が
異
な
る
。

圖 1：子方鼎（甲器）器影（據①李學勤）

圖 2：子方鼎（甲器）拓影（據①李學勤）
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方
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）
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王
乍
（
作
）

（
榮
）
中
（
仲
）
宮

才
（
在
）
十
月
又
二
月

生
霸
吉
庚

寅
子
加

（
榮
）
中
（
仲
）

륛
瓚
一
牲
大
牢

己
子
（
巳
）

（
榮
）
中
（
仲
）

（
速
）

内
（
芮
）
白
（
伯
）

（
胡
）
걿
（
侯
）
子
𠄠

易
（
錫
）

（
白
金
）
젧
（
鈞
）
用

乍
（
作
）
父
丁
䵼

彝
史

銘
文
考
釋

王
乍
（
作
）

（
榮
）
中
（
仲
）
宮
。

「

中
（
榮
仲
）」。
榮
氏
の
行
第
で
「
榮
仲
」
の
銘
が
あ
る
器
と
し
て
、

一
九
六
五
年
に
洛
陽
北
窯
村
西
龐
家
溝
墓
地 M

299 

よ
り
出
土
し
た
成
康
期
の

「
榮
仲
爵
」（
⑰
蔡
運
章
・
⑱
『
洛
陽
北
窯
西
周
墓
』）（
圖
3
）
が
あ
る
が
、
本
器

（
子
方
鼎
／
榮
仲
方
鼎
）「
榮
仲
」
と
の
關
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
③
董
珊
は
、
本

器
と
同
樣
に
、
爵
腹
部
の
中
央
と
四
隅
に
風
化
し
た
八
本
の
扉
棱
の
痕
跡
が
認
め

ら
れ
る
と
し
て
、
本
器
と
「
榮
仲
爵
」
の
「
榮
仲
」
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性

を
、
⑤
王
占
奎
と
共
に
示
唆
す
る
が
、
⑨
李
學
勤
は
こ
れ
を
否
定
し
て
別
人
と
す

る
。「

宮
」。
①
李
學
勤
は
「
序
」
と
隸
定
し
、『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
見
え
る
、

設
爲
庠
序
學
校
以
敎
之
。
庠
者
養
也
。
校
者
敎
也
。
序
者
射
也
。
夏
曰
校
、

殷
曰
序
、
周
曰
庠
、
學
則
三
代
共
之
、
皆
所
以
明
人
倫
也
。

【
設
く
る
に
庠
序
學
校
を
爲
り
て
以
て
之
れ
を
敎
へ
よ
。
庠
と
は
養
な
り
。
校

と
は
敎
な
り
。
序
と
は
射
な
り
。
夏
は
校
と
曰
ひ
、
殷
は
序
と
曰
ひ
、
周
は
庠

と
曰
ひ
、
學
は
則
ち
三
代 

之
れ
を
共
に
し
、
皆
な
人
倫
を
明
か
に
す
る
所
以

な
り
。】

を
引
い
て
學
校
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
②
王
澤
文
も
、

王
才

京
。
丁
卯
、
王
令
靜
𤔲
射
學
宮
。

圖 3：榮仲爵 寫（據⑰蔡運章）



五
九

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

【
王
、

京
に
在
り
。
丁
卯
、
王
、
靜
に
命
じ
て
射
を
學
宮
に
司
ら
し
む
。】（
靜

（
集
成4273

））

雩
若

日
、
才
璧

。
王
乘

舟
、
爲
大
豊
。

【
雩こ

こ若
に
翌
日
、
辟
雍
に
在
り
。
王
、
舟
に
乘
り
て
、
大
禮
を
爲
せ
り
。】（
麥

方
尊
（
集
成6015
））

の
例
を
舉
げ
、

字
は
戰
國
期
の
「
序
」
字
の
書
法
に
近
い
と
す
る
⑦
何
景
成

と
共
に
、
①
李
學
勤
の
學
校
說
を
支
持
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
學
校
に
絡
め
る
說
は
、
第
一
に
字
形
の
點
か
ら
、
第
二

に
論
理
的
飛
躍
の
點
か
ら
支
持
で
き
な
い
。
一
點
目
の
字
形
に
つ
い
て
は
、
④
李

朝
遠
が
、「
广
」（
單
邊
）
と
「
宀
」（
兩
邊
）
の
相
違
、甲
骨
・
金
文
に
「
序
」「
予
」

字
が
見
え
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
（
合
集30375
）（
無
名
組
）・（
合
集36542

）（
黃

組
）・
麥

（
集
成09451

）（
西
周
晩
期
）
の
「
宮
」
字
形
に
近
似
す
る
例
が
あ

る
こ
と
（
圖
4
參
照
）
を
舉
げ
て
、
本
器
の

は
「
宮
」
と
釋
す
べ
し
と
說
い

て
い
る
通
り
で
あ
る
。
第
二
點
。
①
李
學
勤
が
本
證
と
し
て
舉
げ
る
『
孟
子
』
は

戰
國
期
の
著
作
、ま
た
⑦
何
景
成
が
言
及
す
る
「
序
」
字
形
も
戰
國
期
の
も
の
で
、

西
周
期
と
の
間
を
埋
め
る
「
序
」
の
傍
證
が
な
い
。
假
に
榮
仲
の
た
め
に
學
校
を

作
っ
た
と
し
て
も
、「
庠
序
」
は
す
な
わ
ち
鄕
學
で
あ
り
、
②
王
澤
文
が
舉
げ
る

京
の
學
宮
や
辟
雍
と
は
單
純
に
比
較
で
き
な
い
。
こ
こ
で
も
傍
證
の
缺
落
と
、

論
理
の
飛
躍
が
認
め
ら
れ
る
。

思
う
に

は
、
後
文
に
祭
器
・
祭
牲
で
あ
る
「
륛
瓚
一
・
牲
大
牢
」
の
賜
與

が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
、「
宮
」
と
隸
定
し
、
廟
宮
の
意
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ

ろ
う
。「
王
」
が
榮
仲
の
「
宮
」（
廟
宮
）
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
榮
仲
は
自
ら

祭
祀
や
饗
禮
を
主
宰
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、そ
れ
を
受
け
て「
子
」が
榮
仲
に「
荷
」

（「
뽶
」
す
な
わ
ち
瓚
を
用
い
た
祭
祀
や
饗
禮
）
を
行
う
た
め
の
「
륛
瓚
一
・
牲
大

牢
」
を
賜
與
し
た
格
好
に
な
る
。「
宮
」
で
「
荷
」
を
行
う
例
と
し
て
は
、麥

の
、

井
𥎦
光
厥
吏
麥
、
荷
于
麥
宮
。

【
邢
侯
、
厥そ

の
吏
麥
を
光か
が
やか
さ
ん
と
し
て
、
麥
の
宮
に
荷
す
。】

が
あ
る
。

才
（
在
）
十
月
又
二
月
生
霸
吉
庚
寅
、

大
事
に
連
ね
て
日
月
を
紀
す
形
式
の
類
例
と
し
て
、

穆
公
乍
尹

宗
室
于
繇
林
。
隹
六
月
旣
生
霸
乙
卯
…

【
穆
公
、
尹

の
宗
室
を
繇
林
に
作
る
。
隹
れ
六
月
旣
生
霸
乙
卯
…
】（
尹

鬲

（
集
成754

）
西
周
中
期
）

の
存
在
を
⑤
王
占
奎
が
指
摘
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
前
文
「
王
作
榮
仲
宮
」
は
、

大
事
紀
年
的
な
役
割
も
兼
ね
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
十
月
又
二
月
」。
我
方
鼎
（
集
成2763

）（
殷
代
晩
期
〜
西
周
早
期
）
に
「
隹

十
月
又
一
月
丁
亥
」
と
い
う
事
例
が
見
出
せ
る
の
に
據
っ
て
十
二
月
と
す
る
の
が

大
勢
を
占
め
る
。
②
張
培
瑜
・
羅
琨
ら
は
靜
方
鼎
（
近
出357

）（
西
周
早
期
。

⑰
出
光
美
術
館
・
㉓
徐
天
進
）
の
「
月
旣
望
丁
丑
」
に
着
目
し
て
、「
十
月
又
二
、

子方鼎

合集 30375

合集 36542

合集 36543

麥

圖
4
：

字
一
覽
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月
生
霸
、
吉
、
庚
寅
」
と
切
る
。
③
董
珊
も
こ
の
可
能
性
を
否
定
せ
ず
、
寢
孿
方

鼎
（
殷
代
晩
期
）（
本
誌
第
四
號
所
收
、
落
合
淳
思
「
寢
孿
方
鼎
」）
の
「
才
十
月

又
二
」
と
文

己
觥
（
集
成9301.2

）
の
「
才
十
月
又
三
」
と
い
う
傍
證
を
添
え

る
。「

生
霸
吉
」。「
生
霸
吉
」
で
一
語
と
す
る
說
と
、「
吉
」
を
「
吉
日
」
の
意
と
し
て
、

「（
月
）
生
霸
」
と
「
吉
」
と
に
分
け
る
說
が
あ
る
。
金
文
の
月
相
は
、
⑫
王
國
維

の
一
ヶ
月
を
初
吉
・
旣
生
霸
・
旣
望
・
旣
死
霸
の
四
週
と
す
る
と
い
う
說
を
起
點

と
し
て
、
修
正
・
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
生
霸
吉
」・「
生
霸
」・「
月
生
霸
」

の
い
ず
れ
で
區
切
っ
て
も
、
金
文
の
月
相
語
と
し
て
は
、
こ
の
子
方
鼎
が
初
出
と

な
る
（
傳
世
文
獻
で
は
、『
漢
書
』
律
歷
志
所
引
『
三
統
曆
』
に
「
死
霸
、
朔
也
。

生
霸
、
望
也
」
と
あ
る
）。

①
李
學
勤
は
「
昭
王
早
年
」
の
롛
鼎
（
集
成2704
）
を
「
初
吉
」
の
初
見
と
し
、

初
吉
が
康
王
以
前
に
は
無
か
っ
た
月
相
語
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で「
生
霸
吉
」

を
、
そ
れ
ま
で
前
段
階
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
月
相
語
で
、「
朏
」（
初
三
日
）
を

指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

⑨
李
學
勤
で
は
、
覺
公
簋
の
「
唯
王
廿
又
八
祀
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
康
王
の

在
位
年
を
二
十
八
年
（
前
一
〇
二
三
〜
前
九
九
六
）
と
し
、
そ
の
間
で
「
十
二
月

初
三
日
庚
寅
」
の
日
を
持
つ
、
康
王
二
十
一
年
（
前
一
〇
〇
三
）
に
「
十
月
又
二

月
生
霸
吉
庚
寅
」
を
繫
け
て
い
る
。

⑤
王
占
奎
は
、
鮮
簋
（
集
成10166A

）（
穆
王
期
）
の
「
唯
王
丗
又
四
祀
、
唯

五
月
旣
望
戊
午
」
を
基
點
と
し
、「
生
霸
」
を
初
二
あ
る
い
は
初
三
と
し
て
、
そ

の
年
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
昭
王
十
九
年
（
前
九
六
七
）
の
十
二
月
初

二
日
が
「
庚
寅
」
に
當
た
る
と
す
る
。

⑦
馮
時
は
、「
生
霸
」
を
①
李
學
勤
同
樣
「
朏
日
」（
初
三
日
）
と
す
る
が
、「
吉
」

「
初
吉
」「
月
吉
」「
吉
日
」
は
、
い
ず
れ
も
吉
日
を
選
ぶ
意
で
、
月
相
と
は
無
關

係
だ
と
主
張
す
る
。
③
董
珊
も
ま
た
「
生
霸
吉
」
は
「
生
霸
」
と
「
吉
日
」
を
合

わ
せ
た
簡
稱
だ
と
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
『
漢
書
』
律
歷
志
に
據
っ
て
「
生
霸
」
を

「
望
日
」
と
み
る
。

⑨
李
學
勤
・
⑤
王
占
奎
の
如
く
、
繫
年
あ
り
き
で
月
相
の
解
釋
を
す
り
寄
せ
る

の
は
論
外
だ
が
、
①
李
學
勤
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
前
段
階
的
に
使
用
さ
れ
て
い

た
月
相
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
今
後
の
類
例
増
加
を
待
ち
た
い
。

子
、
加

（
榮
）
中
（
仲
）
륛
瓚
一
・
牲
大
牢
。

「
子
」
も
、
①
李
學
勤
「
國
子
」、
④
李
朝
遠
・
⑤
王
占
奎
「
王
子
」、
③
董
珊
・

⑥
何
景
成
・
⑦
馮
時
「
宗
子
」、
⑧
陳
絜
「
私
名
」「
親
稱
」
と
、
諸
家
、
解
釋
が

割
れ
る
。

鄕
學
制
度
の
史
料
と
し
て
本
器
を
位
置
づ
け
る
①
李
學
勤
は
、『
周
禮
』
春
官
・

大
司
樂
及
び
『
禮
記
』
王
制
の
鄭
玄
注
に
あ
る
「
國
子
」（
公
卿
大
夫
の
子
弟
）

の
意
に
と
る
。
だ
が
、
④
李
朝
遠
が
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、「
國
子
」
の
身
分

で
賞
賜
を
行
う
の
は
禮
に
違
う
。
そ
の
④
李
朝
遠
は
、「
子
」
は
銘
文
冒
頭
に
あ

る
「
王
」（
天
子
）
の
代
理
人
た
る
「
王
子
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
⑤
王
占
奎
は

さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、「
子
」
は
卽
位
後
、ま
だ
年
を
踰
し
て
な
い
新
王
の
こ
と
で
、

冒
頭
の
「
王
」
を
昭
王
に
、「
子
」
を
卽
位
し
た
ば
か
り
の
穆
王
に
比
定
す
る
。『
春

秋
』
の
凡
例
で
は
、
舊
君
の
葬
を
濟
ま
せ
た
か
論
及
し
て
い
な
い
場
合
、
新
君
が

立
っ
た
當
年
で
は
「
子
」、年
を
踰
す
と
本
來
の
爵
位
で
呼
ぶ
と
す
る
、楊
伯
峻
『
春
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秋
左
傳
注
』
僖
公
九
年
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
の
說
に
依
っ
た
も
の
で
あ

る
。⑥

何
景
成
は
、
右
の
諸
說
を
否
定
し
て
、
子
（
黃
）
尊
（
集
成6000

）
の
、

乙
巳
、
見
在
大
室
、
白

一
・
琅
九
𡳿
百
、
用
王
商
子
黃
瓚
一
・
貝
百
朋
…

【
乙
巳
、
獻
じ
て
大
室
に
在
り
、
白

一
・
琅
九
又
百
、
用
て
王
、
子
に
黃
瓚
一
・

貝
百
朋
を
賞
す
…
】

の
例
を
舉
げ
つ
つ
、「
子
」
は
貴
族
の
族
長
格
の
稱
号
で
あ
る
と
す
る
。
③
董
珊
・

⑦
馮
時
も
ま
た
「
宗
子
」
の
意
と
す
る
が
、③
董
珊
は
榮
氏
の
大
宗
宗
子
「
榮
伯
」

を
指
す
と
す
る
の
に
對
し
て
、
⑥
何
景
成
・
⑦
馮
時
は
本
銘
末
尾
に
あ
る
「
史
」

族
の
宗
子
を
指
す
と
す
る
點
が
異
な
る
。
⑪
王
恩
田
は
、
殷
代
で
は
「
子
」
と
單

稱
す
る
場
合
、
子
族
の
宗
子
を
意
味
し
、
周
代
で
は
傳
世
文
獻
で
尊
稱
と
し
て
用

い
る
場
合
を
除
け
ば
、
必
ず
「
子
」
の
前
に
身
分
・
國
名
・
姓
氏
な
ど
の
限
定
詞

が
つ
く
と
し
、
本
器
が
周
代
の
例
と
合
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

⑧
陳
絜
は
先
行
諸
說
を
こ
と
ご
と
く
否
定
し
、「
子
」
を
「
私
名
」「
親
稱
」
の

よ
う
な
も
の
と
し
、
こ
の
「
子
」
こ
そ
が
作
器
者
だ
と
し
て
、
本
方
鼎
の
呼
稱
も

「
子
方
鼎
」
も
し
く
は
「
子
作
父
丁
方
鼎
」
と
す
べ
き
だ
と
主
張
。
⑩
高
澤
浩
一

が
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。

本
稿
は
、「
子
」
が
再
三
登
場
す
る
に
も
關
わ
ら
ず
、「
子
」
の
み
、
そ
の
出
自

が
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
子
」
が
「
史
」
族
の
宗
子
で
あ
り
、
か

つ
本
器
「
子
方
鼎
」
の
作
器
者
で
あ
る
と
理
解
し
た
。「
子
」
と
「
榮
仲
」
と
の

間
に
血
緣
・
姻
戚
關
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
本
器
銘
文
か
ら
は
判
斷
で
き
な
い
。

本
器
は
、
周
王
が
榮
仲
の
廟
宮
を
作
っ
た
一
件
に
關
連
す
る
、「
子
」
側
の
視
点

か
ら
見
た
や
り
取
り
を
「
子
」
の
父
考
で
あ
る
「
父
丁
」
に
報
告
し
た
彝
器
で
あ

る
。「

加
」
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、「
嘉
」「
賀
」「
加
」
の
三
說
あ
る
。
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
、
特
に
「
嘉
」
と
「
賀
」
と
で
は
、「
子
」
と
「
榮
仲
」
の
上
下
關
係

が
逆
轉
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
は
㫚
簋
（
張
光
裕
「
新

見
㫚
簋
銘
文
對
金
文
硏
究
的
意
義
」『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
六
期
）
の
、

叔

父
加
㫚
曆
、
用
赤
金
一
鈞
。

【
叔

父
、
㫚
の
曆
に
嘉よ
み

す
る
に
、
赤
金
一
鈞
を
用
て
す
。】

の
例
を
も
っ
て
「
嘉
」
字
を
充
當
し
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
賞
賜
を
表
す
動

詞
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
⑧
陳
絜
は
、
㫚
簋
の
「
加
」
字
が
「
賀
」
と
讀
め
る
可
能
性
も

排
除
で
き
な
い
と
し
、「
子
」
の
地
位
は
「
榮
仲
」
よ
り
低
く
、「
子
」
は
大
牢
を

持
參
し
て
、周
王
が
榮
仲
の
宗
廟
を
建
造
し
た
こ
と
を
祝
賀
し
た
と
解
し
て
い
る
。

32
陳
劍
は
こ
れ
ら
「
嘉
」「
賀
」
兩
說
を
否
定
し
、「
加
」
を
「
施
加
」
の
「
加
」

で
、賞
與
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
。
本
稿
は
こ
の
32
陳
劍
說
に
よ
る
。

「
륛
瓚
一
・
牲
大
牢
」。「
子
」
か
ら
「
榮
仲
」
に
対
す
る
賞
與
の
内
容
。
祭
具

と
祭
牲
。

祭
牲
の
「
大
牢
」（
合
文
）
は
、『
公
羊
傳
』
桓
公
八
年
何
休
注
、『
左
傳
』
桓

公
六
年
杜
預
注
な
ど
の
傳
統
的
訓
詁
で
は
、
牛
・
羊
・
豕
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
大

牢
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
、
金
文
を
含
む
出
土
資
料
で
の
裏
づ
け

は
な
い
。

祭
具
の
「

 
」
の
方
は
、文
字
の
隸
定
が
論
者
ご
と
に
異
な
る
が
、「
美
金
」
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を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
①
李
學
勤
以
外
は
、
皆
何
ら
か
の
玉
器
と
解
し
て
い
る

點
で
一
致
し
て
い
る
。

字
形
と
し
て
は
、「

」
は
一
見
「
庚
（

）」
に
似
る
が
、
そ
れ
で
は
意
味

が
通
じ
な
い
上
、
唐
の
李
陽
冰
が
誤
っ
て
「
干
・
廾
に
从
ふ
。
人
の
兩
手
も
て
干

を
把
る
を
象
る
」（
徐
鍇
『
說
文
解
字
繫
傳
』
祛
妄
第
三
十
六
）
と
形
容
し
た
よ

う
に
、
そ
の
中
央
部
が
、
兩
手
が
合
わ
さ
っ
た
か
の
よ
う
に
灣
曲
し
て
い
て
、
左

右
の
縱
畫
が
直
線
的
な
「

」
字
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
①
李
學
勤
は
「

 
」
を
「
揚
庸
（
鏞
）」
と
隸
定
す
る
が
、「
庸
」
は
、そ
の
「
庚
（

）」
と
「
同

（

）」
と
に
从
う
字
で
あ
り
、
支
持
し
が
た
い
（
圖
5
）。

④
李
朝
遠
は
「
륛
琱
」
と
隸
定
し
（
圖
5
）、
形
狀
は
不
明
だ
が
、
禮
玉
の
一

榮仲方鼎

琱 璋（章） 庸 瓚

金文編 金文編 金文編

子黃尊

榮

띸尊

圖 5： 關連字
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種
だ
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
「
琱
」
も
中
央
の
縱
畫
が
突
き
抜
け
な
い
の
が
基
本

形
で
あ
る
。

③
董
珊
は
「
𢦚
章
（

璋
）」（
圖
5
）
と
隸
釋
し
、
こ
れ
を
「

璋
瓚
」
の
略

だ
と
主
張
す
る
。
⑤
王
占
奎
も
③
董
珊
に
依
っ
て
「

」
を
「
章
」
に
隸
定
す

る
が
、「
章
」
の
下
部
が
甲
字
形
な
の
に
対
し
て
「

」
の
下
部
は
用
字
形
に
似

る
嫌
い
が
あ
る
。
傳
世
文
獻
で
は
、「
璋
瓚
」
は

祭
に
用
い
る
玉
器
（『
禮
記
』

祭
統
鄭
注
）
で
、
柄
が
圭
（
先
端
が
二
等
邊
三
角
形
狀
）
の
も
の
を
「
圭
瓚
」
と

呼
び
、
璋
（
圭
を
縱
に
半
分
に
割
っ
た
形
狀
）
の
も
の
を
「
璋
瓚
」
と
呼
ぶ
。
柄

の
根
元
に
「
瓚
」
と
呼
ば
れ
る
勺

ひ
し
ゃ
くが
あ
り
、

祭
で
神
の
招
降
に
用
い
る
鬱
う
っ
ち
ょ
う
し
ゅ

鬯
酒

（
香
酒
）
を
汲
む
の
に
使
う
と
さ
れ
る
。
㉑
佐
藤
信
弥
は
、「
經
書
の
記
述
と
の
對

比
や
通
假
」
に
よ
ら
ず
、
金
文
に
よ
る
、
よ
り
確
か
な
字
釋
を
訴
え
、
伯
公
父
勺

（「
陝
西
扶
風
縣
雲
塘
・
莊
白
二
號
西
周
銅
器
窖
藏
」『
文
物
』
一
九
七
八
年
第

一
一
期
）
よ
り
、
賜
物
と
し
て
の
「

」
が
勺
型
の
器
を
指
し
、
動
詞
と
し
て
の

「

」
は
、
そ
の
勺
型
の
禮
器
「

」
を
用
い
て
酒
を
酌
み
注
ぐ
意
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、し
ば
し
ば
「
贊
（
瓚
）」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
「
뽶
」

に
つ
い
て
は
、
形
制
不
明
と
し
て
い
る
。
の
ち
、
㉙
李
小
燕
・
井
中
偉
（
本
誌
第

三
號
32
馬
越
靖
史
を
参
照
）
が
、
洛
陽
北
窯
西
周
墓M

155

よ
り
出
土
し
た
複
合

體
「
玉
柄
形
器
」
に
「
뽶
」
字
の
象
形
構
造
を
認
め
（
圖
6
）、
こ
の
夏
〜
西
周

期
の
遺
物
中
に
比
較
的
常
見
す
る
玉
柄
形
器
を
「
瓚
」
に
比
定
し
て
い
る
。

⑥
何
景
成
は
「
륛
瓚
」
と
隸
定
。
子
（
黃
）
尊
（
集
成6000

）
に
「
黃
瓚
一
」

と
あ
る
が
、
本
器
の
「
瓚
」
字
は
、
こ
の
子
（
黃
）
尊
の
「
瓚
」
字
を
一
種
簡
化

し
た
よ
う
な
も
の
（
圖
5
・
圖
7
）
と
い
う
。圖 6：「瓚」字と玉柄形器（據㉘李小燕）
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本
稿
は
、
㉙
李
小
燕
・
井
中
偉
、
⑥
何
景
成
に
よ
り
、
子
方
鼎
の
「

」
字
を
、

玉
柄
形
器
の
象
形
構
造
を
持
っ
た
「
瓚
」
字
を
簡
化
し
た
字
形
と
捉
え
た
。

己
子
（
巳
）、

（
榮
）
中
（
仲
）

内
（
芮
）
白
（
伯
）・

（
胡
）
걿

（
侯
）、
子
。

「
己
巳
」。「
庚
寅
」（
27
）
と
「
己
巳
」（
6
）
と
の
間
が
三
十
九
日
開
く
た
め
、

月
や
年
を
跨
ぐ
可
能
性
が
あ
る
。

「

」。
や
や
年
代
が
降
る
が
、
子
方
鼎
の
「     

」
字
に
近
い
、
東
と
辵
に
从

う
字
形
「　

 

」
が
、
春
秋
早
期
の
叔
家
父
簠
（
集
成04615

）
に
あ
る
。
㉓
陳

劍
は
「
速
」
と
隸
定
し
、「
召
請
」
の
意
と
解
す
る
。
①
李
學
勤
・
③
董
珊
ら
を

は
じ
め
、
諸
氏
、
ほ
ぼ
こ
の
說
に
從
う
。

「
内
白
（
芮
伯
）・

걿
（
胡
侯
）・
子
」。
邦
君
の
芮
伯
と
、
諸
侯
の
胡
侯
と
、

史
族
の
宗
子
「
子
」。「
子
」
を
末
尾
に
記
す
の
は
、
謙
讓
の
意
圖
か
。

子
易
（
錫
）

（
白
金
）
젧
（
鈞
）、
用
乍
（
作
）
父
丁
䵼
彝
。
史
。

「

」。
白
金
の
合
文
。
本
器
以
外
の
西
周
金
文
に
お
け
る
「
白
金
（
帛
金
）」

の
事
例
は
次
の
五
例
。
叔

（
集
成4132

〜4133

）・
舍
父
鼎
（
集
成2629

）・

殳
簋
（
集
成4136

）・
九
年
衞
鼎
（
集
成2831

）・
𤲀
鐘
（
集
成48

）。
諸
家
、
そ

の
ま
ま
「
白
金
」
と
訓
む
が
、
④
李
朝
遠
は
、『
爾
雅
』
釋
器
に
よ
り
「
銀
」
と

す
る
。
㉗
李
建
西
は
「
白
金
」
を
、
青
銅
も
含
め
、
ほ
か
の
金
屬
や
合
金
で
あ
る

可
能
性
を
排
除
し
き
れ
な
い
と
し
た
上
で
、
青
銅
は
錫
の
含
有
量
が20%

を
超

え
る
と
白
色
を
帯
び
る
が
、
一
般
的
な
青
銅
器
の
錫
の
含
有
量
は20%

未
満
で

あ
り
、
ま
た
中
原
地
域
に
お
け
る
殷
〜
西
周
期
の
銀
製
品
の
出
土
例
を
見
な
い
点

を
併
せ
て
指
摘
し
て
い
る
。

「
젧
」。
量
詞
。
⑯
松
丸
道
雄
に
よ
れ
ば
、
一
鈞
は
約10kg

と
い
う
。

「
父
丁
」。
張
懋
鎔
「
周
人
不
用
日
名
說
」（『
古
文
字
與
青
銅
器
論
集
』
科
學
出

版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
照
ら
す
と
、
榮
仲
の
父
考
を
「
父
丁
」
と
日
名
で
呼
ん

圖 7：「瓚」「 」字一覽（據㉘李小燕）
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漢
字
學
硏
究　

第
六
號

で
い
る
と
し
た
場
合
、同
時
期
の
「
榮
子
旅
」
が
、そ
の
祖
を
「
祖
乙
」、父
を
「
父

戊
」
と
呼
ん
で
い
る
の
と
同
様
に
、周
俗
と
合
わ
な
い
。
こ
の
た
め
、榮
氏
を
「
周

の
同
姓
」
と
す
る
說
（『
史
記
』
周
本
紀
集
解
所
引
馬
融
說
）
と
の
整
合
性
が
取

れ
な
い
と
、
②
彭
裕
商
・
③
董
珊
・
④
李
朝
遠
ら
は
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

②
彭
裕
商
・
⑥
何
景
成
は
榮
仲
を
「
商
代
遺
族
」
と
し
、
⑥
何
景
成
は
榮
仲
を
後

述
す
る
薛
と
同
じ
妊
姓
と
し
て
、
周
と
同
姓
の
榮
氏
と
は
無
関
係
と
す
る
。

本
稿
は
、「
父
丁
」
を
作
器
者
「
子
」
の
父
考
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
商
代

遺
族
な
の
は
「
榮
仲
」
で
は
な
く
「
子
」
で
あ
る
。
な
お
、
本
器
か
ら
「
榮
仲
」

の
姓
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
榮
氏
を
姫
姓
と
す
る
說
も
後
漢
の
馬

融
ま
で
降
り
、
よ
り
信
頼
性
の
高
い
史
料
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
䵼
彝
」。「
䵼
」
は
、
㉗
陳
劍
の
讀
み
で
は
「
肆
（
祭
祀
）」
と
い
う
。
こ
こ
で

は
父
丁
を
祀
る
た
め
の
彝
器
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

「
史
」。
族
徽
。「
史
」
の
族
徽
を
持
つ
彝
器
と
し
て
、
薛
侯
鼎
（
集
成02377

）

が
あ
る
。
薛
國
は
現
在
の
山
東
省
滕
州
に
あ
る
。
そ
の
薛
國
故
城
付
近
に
あ
る
滕

州
前
掌
大
墓
地
（
殷
代
晩
期
〜
西
周
初
期
）
よ
り
「
史
」
の
族
徽
の
入
っ
た
青
銅

器
が
六
十
餘
點
發
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所『
滕

州
前
掌
大
墓
地
』文
物
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
。
李
朝
遠「
前
掌
大
墓
地
中
的『
史
』

及
其
他
」『
東
方
考
古
』
四
、
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
⑥
何
景
成
・
⑨
李

學
勤
ら
は
薛
國
と
「
史
」
族
の
間
に
一
定
の
關
係
性
を
認
め
て
い
る
。
二
〇
〇
八

年
に
公
表
さ
れ
た
本
器
と
同
銘
の
子
方
鼎
（
榮
仲
方
鼎
）
乙
器
も
、
山
東
出
土
と

さ
れ
て
い
る
が
、
現
狀
で
は
薛
國
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

な
お
、「
史
」
族
と
薛
國
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
⑨
李
學
勤
も
援
引
し
て
い
る
、

王
恩
田
「
陝
西
岐
山
新
出
薛
器
考
釋
」（『
考
古
與
文
物
叢
刊
』
二
、
一
九
八
三
年
）

が
あ
る
が
、
當
の
⑪
王
恩
田
は
、
姫
姓
で
あ
る
は
ず
の
榮
仲
が
鋳
造
し
た
器
に
、

妊
姓
で
あ
る
薛
國
の
「
史
」
の
族
徽
が
あ
る
の
は
辻
褄
が
合
わ
な
い
と
し
て
、
本

器
の
僞
作
を
疑
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
史
族
に
連
な
る
作
器
者
を
「
榮
仲
」
で
は

な
く
「
子
」
と
し
て
い
る
た
め
、
王
恩
田
說
の
影
響
を
受
け
な
い
が
（
そ
も
そ
も

⑪
王
恩
田
說
の
主
要
な
批
判
對
象
は
①
李
學
勤
で
あ
り
、
諸
說
紛
糾
し
て
い
る
本

器
の
諸
學
說
を
俯
瞰
的
に
批
判
し
た
も
の
で
は
な
い
）、
假
に
作
器
者
が
榮
仲
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
前
述
の
理
由
に
よ
り
、
榮
氏
を
姫
姓
と
無
批
判
に
斷
じ
る
こ

と
に
は
贊
同
し
が
た
い
。

訓
讀王

、
榮
仲
の
宮
を
作
る
。
十
月
又
二
月
生
霸
吉
庚
寅
に
在
り
。
子
、
榮
仲
に
륛

瓚
一
・
牲
太
牢
を
加
ふ
。

己
巳
、
榮
仲
、
芮
伯
・
胡
侯
・
子
を

め

す
。
子
、
白
金
鈞
を
錫
ひ
、
用
て
父
丁

の
䵼
彝
を
作
る
。
史
。

現
代
語
譯

周
王
が
榮
仲
の
た
め
の
宮
室
を
作
っ
た
。
十
二
月
生
霸
吉
庚
寅
の
日（
27
）。（
史

族
の
宗
子
）
子
が
、
榮
仲
に
륛
瓚
一
つ
と
牲
の
太
牢
と
を
賜
與
し
た
。

己
巳
の
日
（
6
）、
榮
仲
は
芮
伯
と
胡
侯
と
子
と
を
招
い
た
。
子
は
白
金
一
鈞

を
賜
い
、
父
丁
を
祀
る
た
め
の
彝
器
を
作
っ
た
。
史
。
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参
考

子
方
鼎
（
榮
仲
方
鼎
）
乙
器

銘
文乙

器
は
甲
器
と
同
銘
だ
が
、
行
数
が
一
行
少
な
く
、
改
行
位
置
が
異
な
る
。
都

合
九
行
四
十
六
字
。
う
ち
合
文
が
二
字
、
重
文
が
一
字
。（
圖
8
）

王
乍
（
作
）

（
榮
）
中
（
仲
）
宮
才
（
在
）

十
月
又
二
月
生

霸
吉
庚
寅
子
加

（
榮
）
中
（
仲
）
륛
﹇
瓚
一
牲
﹈

大
牢
己
子
（
巳
）﹇

（
榮
）
中
（
仲
）﹈

（
速
）
内
（
芮
）
白
（
伯
）

（
胡
）﹇
걿
（
侯
）﹈

子
𠄠

易
（
錫
）

（
白
金
）﹇
젧
（
鈞
）﹈

用
乍
（
作
）
父
丁
䵼

彝
史

（
大
阪
府
立
大
學
人
間
社
會
シ
ス
テ
ム
科
學
硏
究
科
客
員
研
究
員
）

圖 8：子方鼎（榮仲方鼎）乙器銘文（據⑨李學勤）


